
今
年
の
二
月
、
文
芸
社
よ
り
「
奇
妙
な
喫
茶
店
」

を
上
梓
し
た
。
一
部
地
域
で
予
想
外
に
好
評
だ
っ
た
。

松
本
を
中
心
と
し
た
長
野
県
で
あ
る
。
企
画
頭
書
か
ら
、

文
芸
社
の
助
言
情
報
を
得
た
こ
と
も
大
変
嬉
し
く
、
担
当

者
の
方
々
に
は
感
謝
の
他
は
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
長
野

局
が
、
番
組
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
信
州
で
拙
著
の
書
籍
ラ

ン
キ
ン
グ
６
位
を
報
道
し
た
。
こ
れ
に
は
正
直
い
っ

て
驚
い
た
。
好
評
理
由
は
、
友
人
の
某
大
手
監
査
法

人
理
事
長
が
、
母
校
松
本
の
同
窓
生
に
働
き
掛
け
て

く
れ
た
の
が
端
緒
と
な
っ
た
。
こ
の
友
人
の
働
き
掛
け

が
無
か
っ
た
ら
、
現
在
次
作
品
の
執
筆
の
筆
も
鈍
っ
て
い

た
と
思
う
。
こ
の
友
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
る
。

地
元
埼
玉
で
は
余
り
売
れ
な
か
っ
た
。
全
国
配
本

は
や
は
り
荷
が
重
か
っ
た
。
所
詮
素
人
作
家
、
全
国

的
な
知
名
度
の
低
さ
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
か

ら
だ
。
そ
れ
で
も
、
上
尾
シ
ョ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
の

高
砂
屋
書
店
の
某
氏
は
、
拙
著
を
積
極
的
に
支
援
し

て
く
れ
た
一
人
で
あ
る
。
頭
書
か
ら
店
頭
平
積
み
販

売
の
み
な
ら
ず
、
店
中
央
柱
に
地
元
作
家
と
い
う
特

別
コ
ー
ナ
を
設
け
、
支
援
を
継
続
し
て
く
れ
た
。
「
次

作
も
必
ず
店
頭
に
平
積
み
し
ま
す
」
口
約
束
で
は
あ
る
が
、

こ
の
言
葉
は
実
に
嬉
し
く
励
み
に
な
っ
た
。
他
に
も
、

地
元
ダ
ン
ス
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
倶
楽
部
の
読
書
好
き
の
仲

間
に
、
Ｐ
Ｒ
面
で
世
話
に
な
り
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
は
、
執
筆
活
動
に
精
力
と
時
間
を
割
き
た
く
て
、

今
迄
大
学
同
窓
会
理
事
を
拝
命
し
て
き
た
が
、
幸
い

埼
玉
支
部
長
職
を
辞
し
荷
を
軽
く
し
た
。
全
国
理
事

職
の
任
は
、
暫
く
は
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
執
筆
が

軌
道
に
乗
っ
た
ら
何
方
か
に
お
願
い
し
よ
う
と
思
っ

て
い
る
。
版
元
か
ら
僅
か
で
あ
る
が
、
印
税
が
入
る
知

ら
せ
を
受
け
た
。
気
を
良
く
し
、
次
作
品
の
執
筆
に

着
手
し
た
。
温
め
て
い
た
安
曇
野
舞
台
の
書
下
ろ
し
、

「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
某
彫
刻
家
の
話
百
二
十
枚
を
、

余
勢
で
リ
メ
イ
ク
作
品
「
新
雪
国
幻
想
」
豪
雪
テ
ー

マ
九
十
枚
を
夫
々
脱
稿
し
た
。
更
に
地
元
文
芸
関
係
者

の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
狙
い
、
文
芸
誌
の
投
稿
原
稿
用
に
と
、

三
十
枚
と
五
十
枚
程
の
掌
編
を
二
本
脱
稿
で
き
た
。
こ
れ

に
三
つ
の
随
想
録
を
加
え
る
と
、
二
ケ
月
余
り
で
実
に
三

百
枚
の
原
稿
用
紙
の
枡
目
を
埋
め
た
計
算
と
な
る
。
幾
ら

経
験
が
あ
る
と
は
い
え
、
技
術
屋
で
飯
を
喰
っ
て
き
た
身

で
あ
る
。
然
も
十
代
～
二
十
代
の
四
十
数
年
、
約
半
世
紀

も
前
の
実
績
で
あ
る
。
こ
の
隠
れ
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
噴

出
が
、
何
処
か
ら
き
た
の
か
我
な
が
ら
不
思
議
で
あ
る
。

稚
拙
な
同
人
誌
「
え
ぞ
う
ぷ
」
に
原
点
が
あ
る
と
気
付
い

た
。
当
然
、
二
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
た
。

二
作
品
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
参
考
図
書
と
し

て
幾
つ
か
の
文
献
を
調
査
し
た
。
松
本
の
母
校
高
校

に
は
多
く
の
文
芸
物
の
執
筆
者
が
い
る
の
は
、
以
前

か
ら
知
っ
て
い
た
。
今
回
は
初
め
て
、
特
に
後
者
の

執
筆
の
際
、
母
校
大
学
の
先
輩
著
作
に
図
ら
ず
も
触

れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
一
人
は
「
北
越
雪
譜
」
の
現
代

語
監
修
者
、
も
う
一
人
は
瞽
女
の
歴
史
解
説
者
で
あ
っ
た
。

ご

ぜ

お
二
人
と
も
教
育
学
部
卒
の
先
輩
で
あ
る
。
前
作
の
拙
著

「
奇
妙
な
喫
茶
店
」
執
筆
の
際
に
、
母
校
人
文
系
学
部
の

卒
業
者
の
中
に
、
文
芸
物
作
家
が
い
る
か
？
と
母
校
教
授

に
お
尋
ね
し
た
こ
と
が
あ
る
。
意
外
に
も
、
そ
う
し
た
御

仁
は
居
な
い
と
の
返
事
を
得
て
い
た
か
ら
だ
。

さ
て
、
拙
著
「
奇
妙
な
喫
茶
店
」
読
者
の
反
響
は
、

二
回
随
想
録
に
て
紹
介
し
た
。
「
何
故
も
っ
と
早
く

書
か
な
か
っ
た
の
か
？
」
「
同
人
誌
活
動
か
ら
、
作

家
を
目
指
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
」
が
あ
っ
た
。

弁
明
す
る
積
り
は
な
い
が
、
素
人
作
家
で
あ
る
限
り
、

今
後
も
年
齢
に
拘
る
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今

か
ら
で
も
、
決
し
て
遅
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
プ

ロ
と
し
て
デ
ビ
ュ
ウ
す
る
に
は
、
還
暦
過
ぎ
た
年
齢

で
は
確
か
に
遅
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
芥
川
賞
受
賞

者
の
例
で
も
、
十
代
～
二
十
代
と
年
齢
が
低
年
齢
化

が
最
近
の
傾
向
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
作
家
も
こ
の
影
響

で
か
、
三
十
代
前
そ
れ
も
十
代
が
大
半
で
あ
る
。
こ

の
傾
向
は
あ
る
意
味
望
ま
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

江
戸
時
代
の
昔
、
「
北
越
雪
譜
」
著
者
の
鈴
木
牧

之
が
全
七
巻
最
後
の
二
編
四
冊
を
刊
行
し
た
の
は
、

何
と
七
十
二
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

こ
の
事
実
を
最
近
知
っ
て
、
自
信
を
深
め
意
を
強
く

し
た
。
今
日
で
も
、
鈴
木
牧
之
は
、
特
異
な
随
想
録
作

家
と
し
て
世
間
か
ら
認
知
さ
れ
、
越
後
塩
沢
町
に
は

記
念
館
ま
で
建
設
さ
れ
て
い
る
。
「
北
越
雪
譜
」
こ

の
本
は
、
今
も
な
お
多
く
の
一
般
の
人
々
に
現
代
口

語
訳
で
読
ま
れ
て
い
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
秋
山
郷
へ
の
紀
行
文
「
秋
山
紀
行
」

「
小
説
広
大
寺
躍
」
「
塩
冶
判
官
一
代
記
」
が
出
版

お
ど
り

え
ん
や
は
ん
が
ん

さ
れ
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
確
か
に
昔
は
、
牧
之

と
親
交
が
あ
っ
た
太
田
蜀
山
人
や
十
返
舎
一
九
の
方
が

流
行
作
家
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
で
は
、
一
部
の
研
究

家
や
好
事
家
が
二
人
の
作
品
を
古
典
と
し
て
読
む
か
も
し

れ
な
い
が
、
果
し
て
鈴
木
牧
之
の
「
北
越
雪
譜
」
ほ
ど
、

一
般
の
人
々
が
読
む
か
と
い
う
と
疑
問
で
な
ら
な
い
。

吾
が
六
十
歳
代
は
、
自
分
で
も
結
構
充
実
し
た
人

生
だ
と
自
負
し
て
い
る
。
幸
い
、
執
筆
日
課
が
習
慣
化

し
た
の
で
、
早
朝
の
四
時
～
七
時
ま
で
の
時
間
と
、
昼
間

の
十
時
～
十
二
時
を
そ
れ
に
当
て
、
趣
味
の
ダ
ン
ス
や
ス

ポ
ー
ツ
倶
楽
部
の
水
泳
も
欠
か
す
こ
と
な
く
継
続
で
き
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

了
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執
筆
随
想
録

平
成
十
七
年
六
月
二
十
五
日

作
家
の
年
齢
に
つ
い
て

た
な
か
踏
基


